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【問題１】 
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正五角形の対角線の長さは一辺の長さの φ=+
2

51
倍であることから、BE＝φ とおけ、AE＝

ED１から、BD１＝
φ

φ 11 =− である。また、AB＝BC１から、C１D１＝ ( ) 2

1211 とな

る。 

φ
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ここで、A１から CD に垂線 A１H を下ろし、四角形 ABCH の面積を考える。 

四角形ABCHは△A１CH と△ACA１と△ABCに分けられて、△A１CH と△ACA１の面積比はDB１：

AB１、△ACA１と△ABCの面積比は A１E１：BE１なので、△A１CH の面積だけ求めれば良い。 

A１C＝BD１から、△A１CH において三平方の定理より、 
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よって、
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したがって、四角形 ABCH＝
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ここで、 から、四角形 ABCH＝
21 φφ =+

4
7

2

2

+−φφ
となる。 

したがって、正五角形 ABCDE＝２×四角形 ABCH＝
4
72 +−φφ となる。 

また、△A１CD＝２×△A１CH＝
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+−φ であり、 

s１＝正五角形 ABCDE－５×△A１CD より、 
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ここで、
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これに
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=φ を代入して、
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